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健康づくりをサポート健康づくりをサポート！！
特定健診特定健診・・
特定保健指導　特定保健指導をを

受けましょ　　　　受けましょうう

8.9 古代船「海王」の乗船体8.9　古代船「海王」の乗船体験験

8.21 うと教育の日記念事業「宇土市子ども議会8.21　うと教育の日記念事業「宇土市子ども議会」」

7.24 少年の主張大7.24　少年の主張大会会

8.21「いきいきスポーツ教室」スポーツ吹き矢体8.21　「いきいきスポーツ教室」スポーツ吹き矢体験験

１０月１日は「うと教育の日」
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８
月

・

日
、
肥
後
三
大
夏
祭
り
の
ひ

　

８
月　

・　

日
、
肥
後
三
大
夏
祭
り
の
ひ
とと

２３２３

２４２４

つ
「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
市

つ
「
う
と
地
蔵
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
市
街街

地
一
帯
は
子
ど
も
た
ち
が
た
た
く
鉦
の
音
が

地
一
帯
は
子
ど
も
た
ち
が
た
た
く
鉦
の
音
が
響響

き
渡
り
、
多
数
の
露
天
が
立
ち
並
び
ま
し
た

き
渡
り
、
多
数
の
露
天
が
立
ち
並
び
ま
し
た
。。

う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
歴
史
は
古
く
、
３
６

　

う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
歴
史
は
古
く
、
３
６
００

年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
以
上
前
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今今

年
は
市
内
外
か
ら
約

万
８
０
０
０
人
が
訪

年
は
市
内
外
か
ら
約　

万
８
０
０
０
人
が
訪
れれ

１２１２

賑
わ
う
中
、
市
街
地
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
「

賑
わ
う
中
、
市
街
地
の
至
る
と
こ
ろ
か
ら
「
なな

む
じ
の
だ
い
ぶ
つ
さ
ん
（
南
無
地
蔵
大
菩
薩
）

む
じ
の
だ
い
ぶ
つ
さ
ん
（
南
無
地
蔵
大
菩
薩
）、、

あ
げ
て
く
だ
さ
い
お
さ
い
せ
ん
」
と
い
う
子

あ
げ
て
く
だ
さ
い
お
さ
い
せ
ん
」
と
い
う
子
どど

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た

も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。。

日
、
一
般
・
子
ど
も
造

　
　

日
、
一
般
・
子
ど
も
造
りり
物
 
物 
、
写
真
や
絵

、
写
真
や
絵

もも
んん

２３２３
画
、
木
目
込
人
形
・
戸
塚
刺
繍
・
陶
芸
・
能

画
、
木
目
込
人
形
・
戸
塚
刺
繍
・
陶
芸
・
能
面面

な
ど
の
展
示
、
円
応
寺
地
獄
極
楽
絵
図
の
開

な
ど
の
展
示
、
円
応
寺
地
獄
極
楽
絵
図
の
開
帳帳

な
ど
で
ス
タ
ー
ト
。
市
民
会
館
前
特
設
ス
テ

な
ど
で
ス
タ
ー
ト
。
市
民
会
館
前
特
設
ス
テ
ーー

ジ
で
は
、
市
民
吹
奏
楽
団
や
陸
上
自
衛
隊
第

ジ
で
は
、
市
民
吹
奏
楽
団
や
陸
上
自
衛
隊
第
８８

音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
訪
れ
た
観
客
を
魅
了

音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
訪
れ
た
観
客
を
魅
了
。。

ま
た
、
約
３
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜
空

ま
た
、
約
３
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜
空
をを

鮮
や
か
に
彩
る
と
、
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま

鮮
や
か
に
彩
る
と
、
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
しし

たた
。。翌

日
は
、
ひ
か
り
・
轟
保
育
園
の
園
児

　

翌　

日
は
、
ひ
か
り
・
轟
保
育
園
の
園
児
にに

２４２４

よ
る
ち
び
っ
子
太
鼓
の
競
演
や
、
宇
土
雨
乞

よ
る
ち
び
っ
子
太
鼓
の
競
演
や
、
宇
土
雨
乞
いい

大
太
鼓
保
存
会
青
年
部
と
市
職
員
互
助
会
舞

大
太
鼓
保
存
会
青
年
部
と
市
職
員
互
助
会
舞
踊踊

部
が
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
踊
る
「
新

部
が
太
鼓
の
演
奏
に
あ
わ
せ
て
踊
る
「
新
伝伝

承
・
宇
土
太
鼓

」
を
披
露
。
祭
り
の
フ

承
・
宇
土
太
鼓　

」
を
披
露
。
祭
り
の
フ
ィィ

２６２６

ナ
ー
レ
を
飾
る
民
踊
パ
レ
ー
ド
で
は
、

団

ナ
ー
レ
を
飾
る
民
踊
パ
レ
ー
ド
で
は
、　

団
体体

１９１９

約
１
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
熱
気
あ
ふ
れ
る

約
１
０
０
０
人
の
踊
り
手
が
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊踊

り
を
披
露
し
ま
し
た

り
を
披
露
し
ま
し
た
。。

うう とと 地地 蔵蔵 まま つつ りり
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造り物表彰
【一般の部】

宝島より海賊船（本町４丁目）ダイヤ
モンド賞

竜（城之浦１区）、風神・雷神（城之浦１区）、
赤ちゃんワニを守る夫婦ワニ（本町４丁目）金賞

お〜伊勢えび（新町１丁目）、天草の海（本
町４丁目）、日光東照宮　陽明門（本町２
丁目）、ぶんぶくちゃがま（本町４丁目）、
長崎ランタン IN 宇土（本町３丁目）

銀賞

昔話し（本町２丁目）、ガンダム（本町２丁
目）、YES WE CAN”ECO”（本町３丁目）、
エコバスとトトロ（城之浦１区）、政権は
どっち（新町１丁目）、『赤壁』〜英雄たち
のドラマ〜（鶴城中学校）、阿修羅像（本町
１丁目）、ゆうれい（本町１丁目）、橋と竹と
うろう（本町１丁目）、孔雀（城之浦１区）

銅賞

厳島神社（本町１丁目）、スペースシャト
ル若田さん（城之浦１区）、たまごにい
ちゃん（本町３丁目）、宝船（本町１丁目）、
新型インフルエンザ（新町１丁目）、エコ
ロジー　風力発電（本町１丁目）、ドラゴ
ンボール（本町３丁目）、スペースシャト
ル（本町６丁目）、折り鶴（城之浦１区）、ス
ペースシャトル５丁目（本町５丁目）、ア
ンパンマン（本町６丁目）

佳作

天草の海（本町４丁目）、お〜伊勢えび（新
町１丁目）、日光東照宮　陽明門（本町２
丁目）

技能賞

長崎ランタン IN 宇土（本町３丁目）、お
〜伊勢えび（新町１丁目）、ガンダム（本町
２丁目）

アイデア
賞

【子どもの部】
『楽しい食事で家族の絆』〜みんなで食べ
るとおいしいね〜（ひかり保育園）一席

WALL'E　〜ウォーリー〜（宇土東学童
クラブ）、地球の平和とぼくらの未来（網
津学童クラブ）

二席

森の楽しい夏休み（網津保育園）、葉っぱ
のフレディ　〜いのちの旅〜（宇土東保
育園）、もうすぐ完成　東京スカイツリー
（宇土東小３年）

三席

ヒマワリとチョウ（宇土東小３年）、魚
がいっぱい　竜宮城（緑川学童クラブ）参加賞

【協賛各賞】
熊日各賞 ９作品
ライオンズクラブ賞 １３作品
ロータリークラブ賞 ８作品
宇土市料飲旅館業同業組合賞 ７作品
宇土市商店会賞 ８作品
宇城青年会議所賞 ３作品
ショッピングセンター宇土賞 ２作品
ホームセンターサンコー賞 ２作品
ショッピングセンタージャスコ賞 ２作品
パスカワールド賞 ２作品
各賞についての問い合せ先
市商工観光課観光物産係☎㉒１１１１（内線２３２６）

20020099
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▽
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　

井
﨑
チ
ー
ム　

▽
サ
ッ
カ
ー【
小
学
４
年
生
の
部
】

う
と
サ
ウ
タ
ー
ル
Ｂ　
【
小
学
５

年
生
の
部
】う
と
サ
ウ
タ
ー
ル
【
小

学
６
年
生
の
部
】
宇
土
東
小
Ａ　

【
女
子
の
部
】
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
Ａ

【
中
学
１
年
生
の
部
】
鶴
城
中
Ｄ　

【
中
学
２
年
生
の
部
】
住
吉
中
Ａ　

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
【
Ａ
コ
ー

ト
１
〜
８
組
】
陣
内
美
千
代
（
花

園
）【
Ａ
コ
ー
ト　

〜　

組
】
宮

１１

１８

本
幸
一
（
宇
土
）【
Ｂ
コ
ー
ト　
２１

〜　

組
】
奥
村
富
美
子
（
花
園
）

２８
【
Ｂ
コ
ー
ト　

〜　

組
】
園
田
良

３１

３８

子
（
花
園
）

▽
四
半
的
弓
道
【
団
体
戦
学
生
の

部
】
舞
鶴
参　
【
団
体
戦
一
般
の

部
】
極
マ
グ
ロ　
【
個
人
戦
学
生

の
部
】
濱
田
直
幸　
【
個
人
戦
一

般
の
部
】
弓
取
弘
幸　

▽
水
泳
【
女
子
２
０
０
m
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
】
万
江
小　
【
６
年

男
子
２
０
０
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】

山
川
慎
嗣
（
宇
土
小
）　
【
５
年
女

子
１
０
０
m
自
由
形
】
宮
原
萌

（
万
江
小
）【
３
年
男
子
１
０
０
m

自
由
形
】
谷
口
靖
尚
（
万
江
小
）　

【
６
年
女
子
１
０
０
m
自
由
形
】

尾
方
春
菜
（
万
江
小
）　
【
５
年
女

子
１
０
０
m
平
泳
ぎ
】
橋
本
聖
良

（
万
江
小
）【
５
年
男
子
１
０
０
m

平
泳
ぎ
】
白
井
竜
太
（
宇
土
小
）　

【
６
年
男
子
１
０
０
m
平
泳
ぎ
】

山
川
慎
嗣
（
宇
土
小
）　
【
４
年
以

下
男
子　

m
背
泳
ぎ
】
白
井
竜
太

５０

（
宇
土
小
）　
【
５
年
女
子　

m
背

５０

泳
ぎ
】
緒
方
ひ
な
の
（
万
江
小
）

【
５
年
女
子　

m
バ
タ
フ
ラ
イ
】
山

５０

下
夏
実
（
万
江
小
）【
４
年
以
下

女
子　

m
自
由
形
】
山
形
み
づ
き

５０

（
宇
土
小
）【
４
年
以
下
男
子　

m
５０

自
由
形
】
谷
口
靖
尚
（
万
江
小
）

【
５
年
女
子　

m
自
由
形
】
鳥
井

５０

樺
乃
（
宇
土
小
）【
６
年
女
子　
５０

m
自
由
形
】
緒
方
ひ
な
の
（
万
江

小
）【
６
年
男
子　

m
自
由
形
】

５０

本
田
龍
太
郎
（
宇
土
小
）【
４
年

以
下
女
子　

m
平
泳
ぎ
】
山
形
み

５０

づ
き
（
宇
土
小
）【
４
年
以
下
男

子　

m
平
泳
ぎ
】
宇
多
田
陸
人

５０
（
宇
土
小
）【
５
年
女
子　

m
平
泳

５０

ぎ
】
鳥
井
樺
乃
（
宇
土
小
）【
６

年
男
子　

m
平
泳
ぎ
】
亀
丸
尚
汰

５０

（
宇
土
小
）【
男
女
２
０
０
m
リ

レ
ー
】
万
江
小
（
女
子
）

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
【
一
般
男
子
の

部
】
山
口
・
月
足
（
松
橋
ク
ラ

ブ
）【
一
般
女
子
の
部
】
久
連

松
・
山
田
（
鶴
城
中
）【
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
の
部
】
須
藤
・
須
藤

（
宇
土
フ
レ
ン
ド
リ
ー
）

▽
テ
ニ
ス
【
A
ク
ラ
ス
】
白
神
幹

久
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ−

S
K
Y
）・
白
神

貴
子
（
肥
後
銀
行
）【
B
ク
ラ
ス
】

廣
瀬
祐
樹
・
石
堂
ユ
カ
リ
（
ひ
ろ

せ
梱
包
運
輸
）【
C
ク
ラ
ス
】
松

2
0
0
9
地
蔵
ま
つ
り
協
賛
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て　

種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
行
わ
れ
、
約
５
０
７

２０

０
人
も
の
参
加
者
を
集
め
賑
わ
い
ま
す
。
各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円 
優
勝
者
の
み　

順
不
同
、
敬
称
略

　

８
月　

日
か
ら　

日
ま

２２

２４

で
の
３
日
間
、「
宇
土
市
地

蔵
ま
つ
り
少
年
野
球
九
州

大
会
」（
宇
土
市
軟
式
野
球

連
盟
主
催
、岩
本
廣
海
会

長
）が
市
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
立
岡
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
で
開
催
さ
れ
、

熊
本
・
福
岡
・
大
分
・
佐
賀
・

鹿
児
島
・
山
口
・
沖
縄
の
各

県
か
ら　

チ
ー
ム
が
参
加

３８

し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、青
少
年
の

心
身
鍛
錬
と
健
全
育
成
お

よ
び
少
年
野
球
の
技
術
向

上
と
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で　

回
目
。

１８

　
　

日
に
市
運
動
公
園
グ

２２
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
開

会
式
で
は
、選
手
を
は
じ
め

監
督
や
保
護
者
ら
約
３
０

０
０
人
が
一
堂
に
集
い
、

選
手
た
ち
が
堂
々
と
行
進
。

　

岩
本
会
長
が「
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

優
勝
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
し
、

田
口
信
夫
市
長
は「
出
場

す
る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
将

来
、甲
子
園
や
プ
ロ
野
球
に

出
場
す
る
選
手
が
で
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。夏
休
み
の
思
い
出
に
残

る
よ
う
に
一
生
懸
命
プ

レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
」と
激

励
。宇
土
リ
ト
ル
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
出
口
大
晟
主
将

が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
開

幕
し
ま
し
た
。

　

宇
土
市
か
ら
は「
宇
土

小
チ
ャ
イ
ル
ド
」「
走
潟
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
」「
網
津
少

年
野
球
ク
ラ
ブ
」「
宇
土
小

リ
ト
ル
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」「
宇

土
イ
ー
ス
タ
ー
ズ
」の
５

チ
ー
ム
が
出
場
し
、九
州
各

県
の
強
豪
チ
ー
ム
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

川
副
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
（
佐
賀
県
佐

賀
市
）

２
位　

光
洋
マ
リ
ン
ズ

（
沖
縄
県
糸
満
市
）　

３
位　

乙
女
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
（
上
益
城
郡

甲
佐
町
）

３
位　

永
利
レ
ッ
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

（
鹿
児
島
県
薩
摩

川
内
市
）

ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

第１８回宇土市地蔵まつり少年野球大第１８回宇土市地蔵まつり少年野球大会会
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岡
洋
一
・
石
橋
彩
香
（
フ
リ
ー
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
【
小
学
６
年
生

の
部
】
優
勝
小
川　

【
小
学
５
年

Jr.

生
の
部
】
中
央
小　
【
中
学
女
子

の
部
１
位
グ
ル
ー
プ
】
鶴
城
中
Ａ

【
中
学
女
子
の
部
２
位
グ
ル
ー
プ
】

鶴
城
中
Ｂ

▽
弓
道
【
団
体
の
部
】
多
良
木

チ
ー
ム　
【
個
人
の
部
】
山
本
寿

美
男
（
宇
城
東
）

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
【
団
体
A
ラ
ン

ク
】
鏡
ク
ラ
ブ
Ａ　
【
団
体
B
ラ

ン
ク
】
鏡
ク
ラ
ブ
Ｂ　
【
団
体
C

ラ
ン
ク
】
不
知
火
ク
ラ
ブ
Ｂ　

▽
卓
球
【
小
学
生
男
子
の
部
】
松

下
竜
己
（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ

ア
）【
小
学
生
女
子
の
部
】
竹
本

朋
世
（
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
）

【
中
学
生
男
子
の
部
】
硴
塚
将
人

（
城
山
ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ
ア
）【
中

学
生
女
子
の
部
】
宮
崎
優
（
城
山

ひ
の
く
に
ジ
ュ
ニ
ア
）【
一
般
男

子
の
部
】
森
諒
太
（
城
山
ひ
の
く

に
ジ
ュ
ニ
ア
）【
一
般
女
子
の
部
】

岩
野
友
美
（
ヒ
ゴ
鏡
卓
球
ク
ラ
ブ
）

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
【
女
子
の

部
】
網
津
小　
【
男
子
の
部
】
宇

土
東
小　

▽
柔
道
【
保
・
幼
の
部
３
人
抜

き
】
河
野
絢
音
（
合
志
）　

森
勇

晟
（
合
志
）【
小
学
１
年
の
部
３

人
抜
き
】
大
野
碧
空
（
一
心
館
）　

青
木
謙
汰
（
合
志
）【
小
学
２
年

の
部
３
人
抜
き
】
白
石
響
（
一
心

館
）　

宮
田
公
太
（
文
政
）　

篠
田

茉
弥
（
創
心
館
）　

山
本
朝
日

（
文
政
）　
【
小
学
３
年
の
部
３
人

抜
き
】
村
上
織
（
文
政
）　

福
永

絃
太
（
一
心
館
）　

吉
澤
快
晴

（
小
川
）【
小
学
４
年
の
部
３
人
抜

き
】
松
岡
夏
希
（
合
志
）　

松
田

裕
季
（
文
政
）　

里
野
大
希
（
文

政
）【
小
学
５
年
の
部
３
人
抜
き
】

村
上
幸
士
郎
（
文
政
）　

山
本
豪

希
（
一
心
館
）　

境
辰
五
郎
（
一

心
館
）【
小
学
６
年
の
部
３
人
抜

き
】
濱
本
直
樹
（
文
政
）　

高
野

敦
弥
（
文
政
）【
中
学
女
子　

㎏
】

−５５

堀
琴
美
（
城
南
）【
中
学
女
子　
＋５５

㎏
】
紫
垣
亜
唯
（
富
合
）【
中
学

男
子　

㎏
】
田
中
孝
汰
（
松
橋
）

−５５

【
中
学
男
子　

㎏
】
上
野
雅
也

−６５

（
天
明
）【
中
学
男
子　

㎏
】
松
川

＋６５

義
行
（
松
橋
）【
中
学
団
体
戦
】

天
明
中
学
校
Ａ

▽
剣
道
【
小
学
生
の
部
】
天
明
剣

道
ク
ラ
ブ　
【
中
学
生
の
部
】
旭

志
中
学
校
Ａ　

▽
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
【
初
心
者
の
部

（　

ｍ
）】
山
崎
友
揮
（
天
草
市

１０ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）【
初
心
者

の
部
（　

ｍ
）】
筒
井
慶
明
（
第

３０

二
高
校
）【
リ
カ
ー
ブ
少
年
の
部
】

上
本
剛
史
（
氷
川
高
校
）【
リ

カ
ー
ブ　

成
年
の
部
】
永
留
久
男

（
鹿
児
島
県
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
）

【
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
部
】
藤
山
龍

治
（
ナ
ス
ク
）　

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ　

江
野
嶋
眞
二　

※
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中
学
生
男
子
の

部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
に
つ

い
て
は
次
号
以
降
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

宇土イースターズ 選手宣誓

走潟少年野球クラブ 網津少年野球クラブ

宇土リトルファイターズ 宇土小チャイルド
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内容対象者サービス名
要介護高齢者の状態の維持・改善を図るため、
適切な介護知識や技術、外部サービスの適切
な利用方法等を習得する教室を開催します。
随時広報などでお知らせします。

要介護高齢者を介護する家族
等家族介護教室

　要介護者１人につき年額１２万円
◎日常生活において常時介護
を必要とする者を毎年９月１
日まで引き続き１年間在宅
で介護した人（過去１年間
要介護４・５程度の人）

◎入院や入所または福祉サー
ビス等の利用日数が１年通
算して９０ 日 以内であること 。

※毎年１０月に申請を受付けま
す。今年度の申請方法につ
いては、今月号の２０ページ
に掲載しています。

家族介護慰労事業
（在宅介護手当）

地域支援事業（介護保険地域支援事業（介護保険））

内容対象者サービス名

在宅の高齢者が健康で自立した生活を送るこ
とができるよう、食関連サービスの利用調整
や配食サービスを行います。（昼食・夕食を
月～土曜日実施）
１食３００円

①65歳以上の１人暮らしの高
齢者等
②身体障がい者のみの世帯また
は身体障がい者が属する世帯
で市長が特に必要と認める人

食の自立支援事業

社会的孤立感の解消、生きがいづくり、自立
生活の助長を目的に、入浴、昼食、レクリ
エーション等を行います。（週１回まで）
１日３００円

65歳以上の要援護高齢者で、
家に閉じこもりがちな人ふれあいデイサービス事業

寝具類の衛生管理のため、寝具の水洗いおよ
び乾燥消毒を行います。（年２回以内）
費用の１割利用者負担

①１人暮らしの高齢者、②高齢
者のみの世帯で、老衰、心身の
障がいおよび傷病の理由により
寝具類の衛生管理が困難な人

寝具洗濯乾燥消毒
サービス事業

急病などの緊急時に、近隣の協力員や消防署
などに通報できる機器を貸与します。
※所得に応じて負担金が異なります。

６５歳以上の１人暮らしの高齢
者等緊急通報装置貸与等事業

日常生活の便宜を図るため、日常生活用具を
給付または貸与します。
（給付）：電磁調理器・火災警報機・自動消火器
（貸与）：老人用電話（加入電話）
※所得に応じて負担金が異なります。

６５歳以上の要援護高齢者およ
び１人暮らし高齢者老人日常生活用具給付等事業

高 齢 者 在 宅 福 祉 事高 齢 者 在 宅 福 祉 事 業業

担当地区電話番号所在地施設名
花園・轟厩１５５５南段原町１６１－２宇土市地域包括支援センター

宇土・走潟姥５２６６本町６丁目７あさひコート

緑川・網津・網田閏１０１０上網田町３６７７景雅苑

表１〔地域包括支援センター及び協力機関〕

問い合せ先
市保険課　介護保険係
緯鰻１１１１（内線２１５１）

高齢者の介護予防・自立支援 サービスが充実していますサービスが充実しています！！
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高齢者の介護予防・自立支援 サービスが充実しています高齢者の介護予防・自立支援　 ！
　高齢者のみなさんが、介護が必要にならないように、また住み慣れた地域社会の中で、引き続き自
立した生活が送れるように、市では次のような介護予防・自立支援サービスを行っています。
　また、地域包括支援センターやその協力機関では、高齢者や介護されている方々のさまざまな相談
に応じており、サービス利用の申請手続きのお手伝いもしています。
　身近な相談窓口として、困ったらまず地域包括支援センターまたは協力機関へご相談ください。
（表１を参照ください）

内容対象者サービス名

①「通所型」介護予防事業
介護予防事業に参加する人には、地域包
括支援センターで介護予防ケアプランを
作り、３カ月間（週１回）次のプログラム
に参加できます。

　利用料：３００円/１回、送迎料：片道１００円
　　１運動器の機能向上
　　２栄養改善
　　３口腔機能向上
　　４認知症・うつ予防
②「訪問型」介護予防事業

閉じこもりがちで、通所型に参加するこ
とが困難な人は、保健師等が訪問して介
護予防の指導や相談を行います。

65歳以上の高齢者で、基本
チェックリストの基準に該当
し、医療機関で生活機能評価
を受診した結果、医師から介
護予防事業への参加が望まし
いと判定された人（「特定高
齢者」といいます。）

お元気クラブじっくりコース
通所型（訪問型）
介護予防事業

地域で主体的に介護予防の取り組みが実施さ
れるよう、基本的な介護予防の知識や技術を
普及するため介護予防サポーターと「介護予
防教室（お元気クラブ）」を開きます。頭・
体・口の体操を行います。６５歳以上の方はど
なたでも参加できます。（参加費無料）
※市内１９カ所で開催中

65歳以上の一般高齢者お元気クラブお手軽コース
介護予防教室

生活管理指導員（ヘルパー）が自宅を訪問し、
日常生活や買い物、掃除、洗濯等家事に対す
る指導・支援を行います。
（週２回まで）
３０分以上１時間未満：２２９円
１時間以上１時間３０分未満：２９１円

65歳以上の要援護高齢者で、
基本的生活習慣の欠如や対人
関係が成立しない等の社会適
応が困難な人生活管理指導員派遣事業

養護老人ホームの空き部屋を利用して生活習
慣指導や体調調整を行います。
（６カ月に１回７日間まで）
１日536円（食事等実費分は別）

65歳以上の要援護高齢者で、
基本的生活習慣の欠如や対人
関係が成立しない等の社会適
応が困難な人

生活管理指導短期宿泊事業

介護用品（紙おむつ、尿取パッド）２万円以
内を現物支給します。
（給付回数は年間１回）

①介護保険法の要介護認定４、
５、または同等の程度と認め
られる人
②65歳以上の在宅高齢者
③おむつを6カ月以上使用し
ている人（いずれにも該当す
る者を在宅で介護している家
族）

家族介護用品給付事業
（介護用品の支給）

地域支援事業（介護保険地域支援事業（介護保険））
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子育てにやさしい まちづくりを目指し　まちづくりを目指してて

病気または病気の回復期のお子さんの一時預かり
　お子さんが病気または病気の回復期にあるため、集団での保育が困難で、
仕事などの理由によりどうしても家庭で保育ができないとき、保護者に代
わって専任の看護師および保育士がお子さんをお預かりします。
実施場所　宇土郡市医師会館内（宇土市三拾町２６４）
利用日時　月曜日～金曜日（祝日、年末年始は除く）
　　　　　午前８時～午後６時
定　　員　２人
利   用   料　１日２，０００円（昼食代等除く）

熊本市

宇土郡市医師会館

国
道
３
号
線

宇
土
駅

対象児童　次のいずれにも該当する児童
　①市内在住または市内保育所などに在籍している児童
　②生後６カ月から小学３年生までの児童
　③病気または病気の回復期にあり、 入院治療の必要はないが、 集団保育が困難な児童
　④保護者の就労、傷病、事故、出産、冠婚葬祭等の理由により、家庭での保育が困難な児童
事前登録　事前に登録が必要になりますので、市子育て支援課に①印鑑、②母子手帳を持参ください。

◆『宇土っ子すくすく応援プラン（次世代育成支援行動計画）』における保

育サービスの進捗状況を公表します。

　宇土市では、次世代を担う子どもの健やかな成長と子育てサービスの充実を図るため、具体的数値
目標を定めた「宇土っ子すくすく応援プラン」を策定し、その実現に向けて取り組んでいます。
　今回は、主な事業の数値目標と平成２０年度実績をお知らせします。

備考
平成２１年度目標平成２０年度実績

内容事業名
箇所数定員箇所数定員

１２１，０１９１２９４５通常の保育時間で保育を行う事業通常保育事業

１２１９１１２１０３通常の保育時間を延長して保育を行う事業延長保育事業

――――――――保護者の就労等により、夜間保育を行う事業夜間保育事業

委託事業として実施してい
ます。１――１――

保護者の都合等で、夜間等において家庭での
養育が困難になった際に、適切な施設で一時
的に預かる事業

子育て短期支援事業
（トワイライトステイ）

１１０１７日曜・祝日に保護者の就労などの理由により、
保育を行う事業休日保育事業

９３５０９３５０
保護者の就労等により、小学校低学年児童等
を対象に授業終了後、専用の施設で健全な育
成を図る事業

放課後健全育成事業
（学童保育）

――――――――病気の回復期にある児童を居宅等で預かる事業病後時保育
（派遣型）

１２――――病気の回復期にある児童を保育所や病院等で
預かる事業

病後時保育
（施設型）

委託事業として実施してい
ます。１――１――保護者の都合等で、家庭での養育が困難に

なった際に、適切な施設で一時的に預かる事業
子育て短期支援事業
（ショートステイ）

９９３８４６保護者の病気やその他の理由により、一時的
に保育を行う事業一時保育事業

１６――――パート勤務などにより、週２・３日程度保育
を行う事業特定保育事業

Ｈ２１．６月開始１――――――
育児の援助を受けたい方（依頼者）と援助を
行いたい方（援助者）の会員組織による相互
援助の事業

ファミリーサポート
センター事業

４――３１０，４１６
（利用者数）

保育所等で、親子が気軽に交流し、育児相談
や子育てサークルの支援等を行う事業　

地域子育て支援
センター事業

２――１４，８４６
（利用者数）

子育て中の親子の交流・集いの場を提供し、
子育て相談や情報提供等を行う事業つどいの広場事業

問い合せ問い合せ先先
市子育て支援課子育て支援市子育て支援課子育て支援係係
緯緯鰻鰻１１１１（内線2813・2822１１１１（内線2813・2822））

問い合せ先
市子育て支援課子育て支援係
緯鰻１１１１（内線2813・2822）

◆10月1日から『『病病児児・・病病後後児児保保育育』』がスタート
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子育てにやさしい まちづくりを目指し　　子育てにやさしい　　 て

　ファミリーサポートセンター事業は地域で育児等の援助を受けた
い人と行いたい人が会員となり、会員同士で相互援助を行う会員制
度組織です。今年６月から開始し、現在50人以上の会員登録があり、
これまでに保育園への送迎や保育園終了後の預かり等１０件以上の活
動が行われています。利用された保護者の方々には“利用すること
が出来てよかった”と喜んでいただいています。

ある日のサポートセンター
　４歳になるアキラくん（仮称）のお母さんはいつも通り
お仕事中。すると突然、保育園から「アキラくんに熱があ
るみたいです」との連絡。仕事を抜け出して病院に連れて
行くと、「じんましんができているので、３日間保育園はお
休みしてください。」と指導されました。仕事に戻らなく
てはならないお母さんはすぐにファミリーサポートセン
ターへ連絡。アキラくんを預かってくれる援助を要請しま
す。原則として援助の申し込みは３日前までに必要なので
すが、緊急を要する場合のため、サポートセンターは協力
会員へ連絡。すると、当日すぐにでもお手伝いできる会員さんを発見。サポートセンターで打合せ
を行いました。「アキラくんの好きなものは何かな？」「じんましんの状態はどうかな？」などアキ
ラくんを預かるうえでの注意点などを話し合い、打合せが終わる頃にはアキラくんと協力会員さん
は打ち解けた様子。仲良く協力会員さんのお家へ行きました。後日、サポートセンターにはお母さ
んから「アキラのじんましんもよくなったし、事前に登録していてよかった」とお礼の言葉が届き
ました。アキラくんを預かった協力会員さんも「アキラくんはとても可愛く、いい子でした。お母
さんの役に立ててよかった」と楽しそうに話していました。

研修日程および内容
★　期　日・・・・・・・・１０月６日（火）
★　時　間・・・・・・・・午前９時３０分～午後５時
★　場　所・・・・・・・・市児童センター　音楽室
★　申込期間・・・・・・・１０月２日（金）まで
★　申込み・問い合せ先・・市ファミリーサポートセンター（市児童センター内）☎姥３３０３
　　　　　　　　　　　　　市子育て支援課　子育て支援係　☎鰻１１１１（内線２８１３）
※研修費・登録料は無料です。　※昼食は各自ご用意ください。　※託児できます。

講　師　名講　座　内　容時　　　間
サポートセンターアドバイザー　池田亜紀子　ファミリーサポートセンター事業説明９：３０～１０：００
日本赤十字社講師　　　　 　 　東　博子氏　「応急手当の知識」１０：００～１１：３０
サポートセンターアドバイザー　藤竹香代子　「子どもと遊び」１１：３０～１２：１５

昼　　　食１２：１５～１３：３０
上野小児科医院長　　　　 　 　上野剛彦　氏「子どもの病気と健康管理」１３：３０～１５：００
心理カウンセラー　　　　  　　三浦佑子　氏「地域で支えあう子育て支援」１５：１０～１６：４０

修了式（修了証書交付）１６：４０～

協力会員と依頼会員の事前打合せ

◆宇土市ファミリーサポートセンター

協協力力会会員員養養成成講講座座開開催催・・会会員員募募集集

　この活動を多くの方にご利用いただくよう、協力会員の養成講座を下記の日程で開催します。（協力
会員に登録するには研修が必要になります。）　皆さんのご参加をお待ちしています。
　また、この活動をご利用いただくには、事前に登録が必要になります。随時、登録を行っていますの
で、ご連絡ください。
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今月は、交通安全の取組みを行っている団体とその活動をご紹介します。

問い合せ先　市環境交通防災課交通防災係　緯影１１１１（内線２１５２）

～安全・安心のまちづくりのために～

　交通安全母の会は、婦人会が交通安全活動を行う際の名称です。「交通安全は家庭から」という言葉
がありますが、交通安全母の会は、各家庭のみならず地域の母として、独自の交通安全啓発活動に取り
組んでいます。まず、地域の交通危険箇所（特に道幅が狭くカーブミラーの設置や交通規制が難しい場
所）に、通行者へ注意を促すための白線引き運動を行っています。また、年末に高齢者世帯訪問事業を
行い、一人ひとりの高齢者の方へ交通事故防止を呼び掛けています。地域に密着した婦人会ならではの
活動です。　　
　さらに、今年は小学生（緑川小３年生）を対象とした自転車教室も各団体と協力のもと行います。各
校区の代表は次のとおりです。

※敬称略

宇土市交通安全母の会

　宇城地区交通安全協会は、宇城警察署の中に事務所を設け、宇土市には８つ（宇土西・宇土東・花
園・轟・緑川・網津・走潟・網田）の支部があります。活動内容はさまざまですが、市内各所での交通
安全のぼり旗の設置や、登下校時の子どもたちの安全確保、春・秋に実施される全国交通安全運動の出
発式やキャンペーンでは中心的な役割を担っています。また、年間を通して交通危険箇所の確認を行い、
地区嘱託員の皆さんとあわせて、市へカーブミラーやガードレールの設置要望を行っています。
　宇土市内８支部は宇土市交通安全協会支部連合会（会長：豊田・宇土西支部長）を結成し、よりよい
活動を目指しています。それぞれの支部の代表は次のとおりです。

※敬称略

交通安全協会

　熊本県警察本部交通企画課取りまとめの交通事故統計のうち、宇土市の①人口１万人当たり、②免許
人口１万人当たりの交通事故件数の順位が２カ月連続ワースト１位となりました。さらに③車両台数１
万台当たりでは３カ月連続のワースト１です。この結果は宇土市民が原因となった事故が多いことの現
れです。交通事故は他人事ではないことを再度認識しましょう。
　交通安全への取り組みには、市民の皆さんの協力が欠かせません。今後も各団体の活動へのご理解を
よろしくお願いします。また、今回ご紹介したそれぞれの団体の活動に興味のある方、参加を希望する
方はご連絡をお待ちしています。

宇土市交通事故月間統計連続ワースト１!!

氏名（行政区）支部名氏名（行政区）支部名
甲斐　きみ子（梅咲）網津吉川　満璃子（本町１）宇土
重元　郁代（三ヶ）走潟山口　好子（岩熊）花園
村田　次代（古場田）網田堀川　忍（城）轟

今田　美代子（笹原町潟）緑川

氏名（行政区）支部名氏名（行政区）支部名
松岡　惠之助（城塚）緑川豊田　雅一（古城）宇土西
稲田　孝幸（東中村）網津大橋　徳人（築籠１区）宇土東
芥川　聡明（南走下）走潟堀内　選（古保里）花園
千原　和生（宮の前）網田古山　秀一（城）轟
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